
目

次

告

示

○
市
町
村
職
員
実
務
研
修
実
施
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
qqqqqqqqq（
市
町
村
課
）
…
一

○
土
地
収
用
法
に
よ
る
事
業
の
認
定
qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq（
監

理

課
）
…
一

公

告

○
換
地
計
画
の
決
定
qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq（
農
村
整
備
課
）
…
三

○
右

同
qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq（

同

）
…
三

○
右

同
qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq（

同

）
…
三

○
右

同
qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq（

同

）
…
三

○
特
定
漁
港
漁
場
整
備
事
業
計
画
の
案
の
縦
覧
qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq（
漁
港
漁
場

整

備

課
）
…
四

○
建
設
業
者
の
許
可
の
取
消
し
qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq（
西
北
地
域

県

民

局
）
…
四

告

示

青
森
県
告
示
第
八
百
六
十
七
号

市
町
村
職
員
実
務
研
修
実
施
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
九
年
十
二
月
十
五
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

市
町
村
職
員
実
務
研
修
実
施
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

市
町
村
職
員
実
務
研
修
実
施
規
程
（
昭
和
三
十
四
年
十
一
月
青
森
県
告
示
第
五
百
九
十
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
市
町
村
職
員
」
を
「
市
町
村
（
一
部
事
務
組
合
及
び
広
域
連
合
を
含
む
。
以
下
同

じ
。
）
の
職
員
」
に
、
「
行
な
う
」
を
「
行
う
」
に
改
め
る
。

第
三
条
中
「
市
町
村
長
」
を
「
市
町
村
の
長
」
に
改
め
る
。

第
四
条
中
「
行
な
う
」
を
「
行
う
」
に
、
「
市
町
村
長
」
を
「
市
町
村
の
長
」
に
改
め
る
。

第
五
条
中
「
市
町
村
長
」
を
「
市
町
村
の
長
」
に
改
め
る
。

別
紙
中
「乙

市
町
村

」
を
「乙

研
修
職
員
所
属
団
体

」
に
、
「、

市
町
村
職
員

」
を

「、
市
町
村
（
一
部
事
務
組
合
及
び
広
域
連
合
を
含
む
。
）
の
職
員

」
に
改
め
、
別
紙
の
第
一
条
中

「（
事
務
所
）

」
を
削
り
、
「市

町
村
名

」
を
「研

修
職
員
所
属
団
体
の
名
称

」
に
改
め
、
別

紙
の
第
三
条
中
「市

町
村

」
を
「乙

」
に
、
「県

」
を
「甲

」
に
改
め
、
別
紙
の
第
四
条
中
「県

」

を
「甲

」
に
改
め
、
別
紙
の
第
六
条
第
二
項
中
「市

町
村

」
を
「乙

」
に
改
め
、
別
紙
の
第
七
条
及

び
第
九
条
中
「両

者

」
を
「甲

乙

」
に
改
め
、
別
紙
中
「当

事
者
が

」
を
「甲

乙

」
に
、
「市

町
村

長

」
を
「研

修
職
員
所
属
団
体
の
長

」
に
改
め
る
。

別
記
様
式
中
「市

町
村
長

」
を
「研

修
職
員
所
属
団
体
の
長

」
に
改
め
、
同
様
式
の
記
の
９
及
び

10
中
「年

カ
月

」
を
「年

箇
月

」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
程
は
、
告
示
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

青
森
県
告
示
第
八
百
六
十
八
号

土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
条
の
規

定
に
よ
り
事
業
の
認
定
を
し
た
の
で
、
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
告
示
す

る
。

平
成
二
十
九
年
十
二
月
十
五
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

一

起
業
者
の
名
称

大
鰐
町

二

事
業
の
種
類

大
湯
会
館
建
設
事
業

三

起
業
地
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第
四
千
三
百
八
十
八
号

平
成
二
十
九
年

十
二
月
十
五
日

（
金
曜
日
）



１

収
用
の
部
分

青
森
県
南
津
軽
郡
大
鰐
町
大
字
蔵
館
字
村
岡
地
内

２

使
用
の
部
分

な
し

四

事
業
の
認
定
を
し
た
理
由

申
請
に
係
る
事
業
は
、
以
下
の
と
お
り
、
法
第
二
十
条
各
号
の
要
件
を
全
て
充
足
す
る
と
認
め

ら
れ
る
た
め
、
事
業
の
認
定
を
し
た
も
の
で
あ
る
。

１

法
第
二
十
条
第
一
号
の
要
件

申
請
に
係
る
事
業
は
、
青
森
県
南
津
軽
郡
大
鰐
町
大
字
蔵
館
字
村
岡
地
内
に
存
す
る
「
大
湯

会
館
」
を
解
体
し
、
再
築
す
る
事
業
（
以
下
「
本
件
事
業
」
と
い
う
。
）
で
あ
り
、
法
第
三
条

第
三
十
二
号
に
掲
げ
る
「
地
方
公
共
団
体
が
設
置
す
る
公
共
の
用
に
供
す
る
施
設
」
に
該
当
す

る
。よ

っ
て
、
本
件
事
業
は
、
法
第
二
十
条
第
一
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
認
め
ら
れ
る
。

２

法
第
二
十
条
第
二
号
の
要
件

起
業
者
は
、
本
件
事
業
に
必
要
な
予
算
が
、
町
議
会
に
お
い
て
議
決
さ
れ
て
お
り
、
本
件
事

業
を
施
行
す
る
た
め
の
予
算
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
。

よ
っ
て
、
起
業
者
は
、
本
件
事
業
を
遂
行
す
る
充
分
な
意
思
と
能
力
を
有
す
る
と
判
断
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
法
第
二
十
条
第
二
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
認
め
ら
れ
る
。

３

法
第
二
十
条
第
三
号
の
要
件

㈠

得
ら
れ
る
公
共
の
利
益

大
湯
会
館
は
、
大
鰐
町
蔵
館
地
区
中
央
部
の
一
級
河
川
平
川
沿
い
に
位
置
し
、
昭
和
二
十

九
年
に
建
設
さ
れ
た
木
造
三
階
建
て
建
築
で
あ
り
、
蔵
館
地
区
に
お
い
て
集
会
や
冠
婚
葬
祭

等
で
地
区
住
民
に
広
く
利
用
さ
れ
、
地
区
に
根
差
し
た
施
設
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
大
湯
会
館
は
建
築
後
六
十
年
以
上
経
過
し
老
朽
化
が
著
し
く
、
主
要
構

造
部
の
修
繕
を
繰
り
返
し
な
が
ら
使
用
し
て
い
る
。
近
年
で
は
、
集
会
所
と
し
て
町
内
会
活

動
等
に
利
用
さ
れ
て
い
た
二
階
は
、
安
全
性
を
考
慮
し
て
管
理
者
の
休
憩
や
年
に
一
度
の
出

初
式
で
の
利
用
の
み
で
あ
り
、
冠
婚
葬
祭
等
に
利
用
さ
れ
て
い
た
三
階
は
、
床
や
階
段
の
老

朽
化
に
よ
る
危
険
性
が
高
い
こ
と
か
ら
利
用
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
。

ま
た
、
集
会
所
と
し
て
の
利
用
が
で
き
な
く
な
っ
て
か
ら
は
、
代
替
場
所
と
し
て
地
区
内

外
の
会
館
等
を
利
用
し
て
い
る
が
、
常
に
一
定
し
た
代
替
場
所
を
確
保
で
き
な
い
こ
と
や
、

い
ず
れ
の
施
設
も
蔵
館
地
区
の
中
心
地
か
ら
離
れ
た
場
所
に
位
置
す
る
不
便
さ
か
ら
、
地
区

住
民
の
出
席
者
が
少
な
く
、
円
滑
な
交
流
や
地
区
の
連
帯
感
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
状
況

に
あ
る
。

本
件
事
業
の
完
成
に
よ
り
、
集
会
場
所
の
変
動
及
び
移
動
距
離
の
問
題
が
解
消
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
地
区
住
民
の
集
会
等
へ
の
出
席
者
数
の
増
加
が
見
込
ま
れ
、
蔵
館
地
区
に
お
け
る

集
会
所
機
能
の
回
復
が
図
ら
れ
、
地
区
内
の
円
滑
な
交
流
の
促
進
に
寄
与
す
る
こ
と
が
認
め

ら
れ
る
。

よ
っ
て
、
本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益
は
、
相
当
程
度
存
す
る
と
認

め
ら
れ
る
。

㈡

失
わ
れ
る
利
益

本
件
事
業
は
、
環
境
影
響
評
価
法
（
平
成
九
年
法
律
第
八
十
一
号
）
及
び
青
森
県
環
境
影

響
評
価
条
例
（
平
成
十
一
年
青
森
県
条
例
第
五
十
六
号
）
に
よ
り
、
環
境
影
響
評
価
が
義
務

付
け
ら
れ
た
事
業
に
は
該
当
し
な
い
が
、
低
騒
音
・
低
振
動
型
・
排
出
ガ
ス
対
策
型
機
械
を

使
用
す
る
と
と
も
に
、
解
体
工
事
中
の
騒
音
・
粉
じ
ん
対
策
と
し
て
、
防
音
パ
ネ
ル
や
防
じ

ん
シ
ー
ト
の
設
置
、
粉
じ
ん
発
生
部
へ
の
常
時
散
水
等
を
実
施
し
、
周
辺
の
生
活
環
境
等
に

配
慮
し
な
が
ら
施
工
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
本
件
事
業
地
内
に
は
、
文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）

及
び
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動
植
物
の
種
の
保
存
に
関
す
る
法
律
（
平
成
四
年
法
律
第

七
十
五
号
）
に
よ
り
、
保
護
の
た
め
特
別
の
措
置
を
講
ず
べ
き
文
化
財
及
び
動
植
物
は
見
受

け
ら
れ
な
い
。

よ
っ
て
、
本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
失
わ
れ
る
利
益
は
軽
微
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

㈢

起
業
地
選
定
の
合
理
性

起
業
者
は
、
起
業
地
を
選
定
す
る
に
当
た
っ
て
、
二
箇
所
の
候
補
地
を
挙
げ
て
い
る
。
二

案
を
比
較
す
る
と
、
申
請
案
の
方
が
集
会
室
利
用
時
の
利
便
性
や
車
両
の
出
入
り
に
優
れ
、

建
物
配
置
計
画
の
周
辺
へ
与
え
る
影
響
も
小
さ
く
、
十
分
な
施
工
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
で
き
て

い
る
。
二
案
を
総
合
的
に
勘
案
し
た
結
果
、
申
請
案
が
機
能
的
、
社
会
的
及
び
技
術
的
見
地

か
ら
最
も
合
理
的
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益
と
失
わ
れ
る
利
益

を
比
較
衡
量
す
る
と
、
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益
は
失
わ
れ
る
利
益
に
優
越
す
る
と
認
め
ら
れ

る
。よ

っ
て
、
本
件
事
業
は
、
土
地
の
適
正
か
つ
合
理
的
な
利
用
に
寄
与
す
る
も
の
と
判
断
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
法
第
二
十
条
第
三
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
認
め
ら
れ
る
。

４

法
第
二
十
条
第
四
号
の
要
件

３
㈠
で
述
べ
た
よ
う
に
、
現
状
は
集
会
所
機
能
が
失
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
回
復
を
図
る
必
要
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が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
本
件
事
業
を
早
期
に
施
行
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
蔵
館
地
区
の
各
町
内
会
等
か
ら
は
、
本
件
事
業
の
早
期
着
手
を
強
く
要
望
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
本
件
事
業
を
早
期
に
施
行
す
る
必
要
性
は
高
い
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。

本
件
事
業
に
係
る
起
業
地
の
範
囲
は
、
本
件
事
業
の
事
業
計
画
に
必
要
な
範
囲
で
あ
り
、
ま

た
、
一
時
的
利
用
に
供
さ
れ
る
も
の
は
存
在
し
な
い
た
め
、
使
用
の
手
段
に
は
な
じ
ま
な
い
こ

と
か
ら
、
収
用
の
手
段
を
講
じ
る
こ
と
も
合
理
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

よ
っ
て
、
本
件
事
業
は
、
土
地
を
収
用
す
る
公
益
上
の
必
要
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
法
第
二
十
条
第
四
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
認
め
ら
れ
る
。

五

法
第
二
十
六
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
図
面
の
縦
覧
場
所

大
鰐
町
役
場
企
画
観
光
課

公

告

換
地
計
画
の
決
定

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
大
平
地
区
の
県
営
土
地
改
良
事
業
に
係
る
第
一
―
一
工
区
の
換
地
計
画
を
定
め
た
の
で
、
同
条

第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
八
十
七
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
し
、
次
の
と
お
り
縦
覧

に
供
す
る
。

平
成
二
十
九
年
十
二
月
十
五
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

一

縦
覧
に
供
す
る
書
類

換
地
計
画
書
の
写
し

二

縦
覧
の
期
間

平
成
二
十
九
年
十
二
月
十
八
日
か
ら
平
成
三
十
年
一
月
十
九
日
ま
で

三

縦
覧
の
場
所

外
ヶ
浜
町
役
場

換
地
計
画
の
決
定

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
大
平
地
区
の
県
営
土
地
改
良
事
業
に
係
る
第
一
―
二
工
区
の
換
地
計
画
を
定
め
た
の
で
、
同
条

第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
八
十
七
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
し
、
次
の
と
お
り
縦
覧

に
供
す
る
。

平
成
二
十
九
年
十
二
月
十
五
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

一

縦
覧
に
供
す
る
書
類

換
地
計
画
書
の
写
し

二

縦
覧
の
期
間

平
成
二
十
九
年
十
二
月
十
八
日
か
ら
平
成
三
十
年
一
月
十
九
日
ま
で

三

縦
覧
の
場
所

外
ヶ
浜
町
役
場

換
地
計
画
の
決
定

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
大
平
地
区
の
県
営
土
地
改
良
事
業
に
係
る
第
三
工
区
の
換
地
計
画
を
定
め
た
の
で
、
同
条
第
四

項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
八
十
七
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
し
、
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供

す
る
。平

成
二
十
九
年
十
二
月
十
五
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

一

縦
覧
に
供
す
る
書
類

換
地
計
画
書
の
写
し

二

縦
覧
の
期
間

平
成
二
十
九
年
十
二
月
十
八
日
か
ら
平
成
三
十
年
一
月
十
九
日
ま
で

三

縦
覧
の
場
所

外
ヶ
浜
町
役
場

換
地
計
画
の
決
定

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
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り
、
南
沢
地
区
の
県
営
土
地
改
良
事
業
に
係
る
換
地
計
画
を
定
め
た
の
で
、
同
条
第
四
項
に
お
い
て

準
用
す
る
同
法
第
八
十
七
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
し
、
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
九
年
十
二
月
十
五
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

一

縦
覧
に
供
す
る
書
類

換
地
計
画
書
の
写
し

二

縦
覧
の
期
間

平
成
二
十
九
年
十
二
月
十
八
日
か
ら
平
成
三
十
年
一
月
十
九
日
ま
で

三

縦
覧
の
場
所

外
ヶ
浜
町
役
場

特
定
漁
港
漁
場
整
備
事
業
計
画
の
案
の
縦
覧

漁
港
漁
場
整
備
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
三
十
七
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

野
辺
地
地
区
に
係
る
特
定
漁
港
漁
場
整
備
事
業
計
画
を
定
め
た
い
の
で
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ

り
、
公
告
し
、
当
該
特
定
漁
港
漁
場
整
備
事
業
計
画
の
案
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

な
お
、
当
該
特
定
漁
港
漁
場
整
備
事
業
計
画
の
案
に
意
見
が
あ
る
者
は
、
縦
覧
期
間
満
了
の
日
ま

で
に
、
県
に
対
し
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

平
成
二
十
九
年
十
二
月
十
五
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

一

縦
覧
に
供
す
る
書
類

野
辺
地
地
区
特
定
漁
港
漁
場
整
備
事
業
計
画
の
案

二

縦
覧
場
所

青
森
県
農
林
水
産
部
水
産
局
漁
港
漁
場
整
備
課
及
び
野
辺
地
町
農
林
水
産
課

三

縦
覧
期
間

平
成
二
十
九
年
十
二
月
十
五
日
か
ら
平
成
三
十
年
一
月
四
日
ま
で

四

縦
覧
時
間

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
十
五
分
ま
で

た
だ
し
、
野
辺
地
町
農
林
水
産
課
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
執
務
時
間
内
と
す
る
。

建
設
業
者
の
許
可
の
取
消
し

建
設
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り

建
設
業
者
の
許
可
を
取
り
消
し
た
の
で
、
同
法
第
二
十
九
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す

る
。

平
成
二
十
九
年
十
二
月
十
五
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

一

商
号
又
は
名
称

ア
ー
ト
リ
フ
ォ
ー
ム
株
式
会
社

二

代
表
者
の
氏
名

前
田
昭
仁

三

主
た
る
営
業
所
の
所
在
地

五
所
川
原
市
大
字
七
ツ
館
字
虫
流
五
一
の
二
九

四

許
可
番
号

青
森
県
知
事
許
可
（
般
―
二
九
）
第
四
〇
〇
四
二
四
号

五

取
消
年
月
日

平
成
二
十
九
年
十
一
月
十
七
日

六

取
消
し
に
係
る
建
設
業
の
許
可

大
工
工
事
業
、
防
水
工
事
業
及
び
内
装
仕
上
工
事
業
に
係
る
一
般
建
設
業
の
許
可

七

取
消
し
の
原
因
と
な
っ
た
事
実

平
成
二
十
九
年
十
一
月
十
五
日
前
記
建
設
業
者
が
前
記
の
工
事
業
を
廃
止
し
た
こ
と
が
、
届
出

に
よ
り
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
が
、
建
設
業
法
第
二
十
九
条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
に
該
当
す

る
。
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